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演題1．高温埋没材の熱特性について 岩手医科大学歯学部口腔病理学講座
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　埋没材の持つ諸性質は鋳造物の精度を左右する大き

な要因である。

　従来，歯科精密鋳造用の鋳造材として，石膏を結合

材とする埋没材が主に使用されて来たが，数年前より

Co－Cr系合金やNi－Cr系合金，金属焼付用合金の

使用頻度が増々高くなり，それに対応して，種々の高

温埋没材が開発されて来た。

　そこで，今回我々は市販されている高温埋没材のう

ち，リソ酸塩系埋没材でクラウン・ブリッヂ用と金属

床用の二種と石膏系高温埋没材について混液比を変化

させて，生型及び700℃30分係留後炉冷した試料の圧

縮強さ，毎分10℃加熱930℃まで昇温した時の加熱冷

却時膨張率を測定し，更に硬化物について示差熱分析

を行い，熱的特性について検討した結果次の様な所見

を得た。

　1．高温埋没材は鋳造圧，金属の収縮に対する抵抗

　　に十分耐え得る圧縮強度がある。

　2．高温埋没材の混液比の変化により膨張量は大き

　　く影響をうける。またメーカ指示の標準混液比で

　　はリン酸塩系埋没材のセラベストの膨張量は1．5

　　％，タイベストで1．3％，石膏系高温埋没材のサ

　　ニメントーDでは1．2％であった。

　3．熱分析・加熱冷却膨張曲線より高温埋没材はリ

　　ン酸塩または石膏を結合材としてクリストバライ

ト及び石英を含む埋没材である。

　ラット切歯々牙硬組織穿孔による歯髄の機械的障害

を起し，無菌的に放置した場合の歯髄の形態的変化に

ついて病理組織学的に観察した。

実験動物1体重300夕前後のWister系成熟ラット。

　実験方法：ラボナールを腹腔内注射後，ラウンドバ

ーを使用して下顎切歯を穿孔し歯髄に対して機械的障

害を加えた。滅菌生食水で穿孔内部を洗糠し骨ロウで

閉鎖した。そして実験直後，1時間，1日，1週間，

2週間目に屠殺しプアン液で灌流固定し組織学的に検

索した。

　結果および考察：実験直後及び1時間では機械的障

害による強い組織破壊，血管の充血い拡張がみられ

た。1日では強い炎症症状とともに多角形歯髄細胞の

増殖を認めた。1週間では多角形細胞や充血，拡張し

た血管を埋入したosteodentine　bridge形成が行わ

れた。この形成には膠原線維が関与するとともに基

質にはムコ多糖類の存在が認められた。2週間では

osteodentine　bridgeがほとんど石灰化していた。ま

たT．B染色でメタクロマジーはみられなくなった。

　osteodentineは多角形歯髄細胞，血管を埋入し，

骨様組織の所見を示す。そして本所見は形態的に

odontoblastによって形成されるsecondary　dentine

とは異っている。またosteodentineに埋入している

多角形歯髄細胞がosteodentine形成細胞であると思

われる。osteodentineの石灰化パターンはseconda－

ry　dentineと同じであると考えられる。
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